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　夏休み᫂ࡅ⾜わࡓࢀ➨ 2� ᅇࡺんࡓんࡊᮼ࡛準ඃࢆྲྀࡕりࠊໃ࠸のࡑのままἈ⦖┴௦⾲࡚ࡋᮅ

ᕷ長ᮼ➨１㸴ᅇ学❺㌾ᘧ㔝⌫大会（㸶月㸳日（土）㹼㸵日（月）⚟ᒸ┴࡚㛤ദ）ᣮんࡔ大ᐅ⤖㹅XWV

㸟ࡓࡋまࡁ㍤ぢ準ඃࡀ

　㸳日⾜わึࡓࢀᡓ࡛ࡣ༓年ドࣛࢦンࢬ（⚟ᒸ）㸷ᑐ３２ࠊᅇᡓの㤶᳝ࢫカイࢱࢫーࢬ（⚟ᒸ）ᡓ࡛

の（ᒸ⚟）ࢬンࢥルࣇࢽࣗࢪỴの⚟ᒸࠎ準ࠊ㸷ᑐ㸴ࡣ 10 ᑐ３ࠎ╔ࡕ進み準Ỵࢱࢫࡿ࡞ー

ࡣᫍ㔝（⚟ᒸ）ࢬ 1� ᑐ㸳のᅽ࡛Ỵᡓࢆ࣐ࢥ進ࡵまࠋࡓࡋ

　Ỵࡣᆏࣈࣛࢡ（⚟ᒸ）ࠋ℈ඖ大ᬕࡉんࡀඛไの࣍ームࣛンࢆᨺࡕ上ࠎのりฟ࡞ࡋりまࠊࡀࡓࡋ┦

ᡭもᙉチームࠋ⤖㹅XWV も⢓りࢆぢࡏ㏣࠸上ࡆまࠊࡀࡓࡋᝰࡋくも準ඃ࡞りまࠋࡓࡋ

　大会ࠊ࠼⤊ࢆ㸴年⏕のᖹⰋ⋹᪲ᩯࡉんࠕࡣඃࡿࡍつもり࡛⮫んࠋࡔヨྜ中ࠊኻᩋ࡚ࡋもẼᣢ࡛ࡕ㈇

ࡓࡅᚰࢆこࡍฟࢆኌ࠺ࡼ࠸࡞ࡅ ࢸࢵࣂࠋࡿ࠸࡚ࡗṧ㇟༳␒୍ࡀỴᡓࠕࡣんࡉඖ大ᬕ℈ࠊࡋヰࠖ

ンࢢのඃࡿ࠸࡚ࢀチームࡓࡗࡔの࡛ⱞᡓࢀࡅࡓࡋどࠊ㸳Ⅼඛไ࡚ࢀࡉも㏣࠸上ࡓࢀࡽࡆこࠊ⮬分の࣍ー

ムࣛン࡛Ⅼྲྀࢆりࠊチームࢆ┒り上࡚ࢀࡽࡆⰋࡩࠖࡓࡗり㏉りまࠋࡓࡋ大会࡛ࡣチームのᮏሠᡴ 13

ᮏᙉຊᡴ⥺ࢆぢࡏつࠊࡅ日㡭の⦎⩦のᡂᯝࢆⓎࡋまࠋࡓࡋ

　大会⤖ᯝࢆ㋃ま࠼ᐑᇛ⯟大ࡉんࠕࡣඃࡓ࠸࡚ࡗ≻ࢆの࡛ᅇの⤖ᯝࡣࠋࡓࡗࡋもࢆ⩦⦏ࡗ✚み

㔜࡚ࡡḟの大会࡛ࡣඃࠋ࠸ࡓࡋࢆまࡓᛂࠖ࠸ࡋ࡚ࡋ᪂ࡓẼྜࢆධࠊࢀᩒ㜚㈹ཷࢆ㈹ࡓࡋキャࣉ

ࡓࢀく࡚ࡋᛂࠊ⪅保ㆤࡓࢀく࡚ࡋート࣏ࢧ࡛⩦⦏ࡸヨྜࠊーチࢥࡓࢀく࡚࠼教ࠕࡣんࡉンの⚟地Ὧᴦࢸ

村民の᪉࡞ࡕࡓどከくのேの༠ຊ࡚ࡗ࠶ࡀ準ඃࡿࡍこ࠶ࠋࡓࡁ࡛ࡀり࠸ࡊࡈ࠺ࡀまࠋࡍḟの㒊ᨭ

㒊ᒣᾈᮼࡗࡋࡅྥり⦎⩦࡚ࡋࢆඃ࠺≻ࢆの࡛ᛂࠖ࠸ࡋ࡚ࡋពẼ㎸みまࠋࡓࡋ

　┴௦⾲࡚ࡋ大࡞ࡁ大会࡛準ඃ࠺࠸⣲ᬕ࠸ࡋࡽᡂ⦼ࢆ࡚ࡵくࡓࢀ大ᐅ⤖㹅XWVࠋ日ࠎの⦎⩦࡛

⤖ࠋ࠺ࡻࡋ࡛ࡿࢀく࡚ࡋṧࢆᯝ⤖ࠊࡅࢆຊࠎ╔ *XWV のこࡽࢀのά㌍ᮇᚅࡋまࠋࡍ
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ேࡽみࡉ࡞んの࣓ࢭࢵーࠋࡍ࡛ࢪこࢀもຮᙉࠊヂ࡚ࡋみま࠺ࡻࡋ ��

ようこそ、大宜味村へ♪　ジェームズ先生、ジェシカ先生着任

　ᕤኵࢆこࡓࡋ࡞授業࡛ⱥㄒのᴦࢆࡉࡋ教࡚࠼くࡓࢀ小学校のࢡࢵ࢚ࣜඛ⏕ࠊ中学校のナඛ⏕௦わりࠊ

２学ᮇ࢙ࢪࡽームࢬඛ⏕ࡀこども園ࠊ小学校ࢩ࢙ࢪࠊカඛ⏕ࡀ中学校࡛ $/7（$VVLVWDQW�/DQJXDJH�

7HDFKHU）ࠕ࡚ࡋእ国ㄒά動ࠖの授業ࢆぢ࡚くࡿࢀこ࡞りまࠋࡍまࡔ日ᮏ᮶ࡤࡓりのேࡿࡁ࡛ࠊ

࠺ࡻࡋみま࡚ࡅࡋⱥㄒ࡛ヰࡅࡔ �� みࡉ࡞んࡋࢁࡼࠊく࠾願ࡋ࠸まࠋࡍ

#.6 ⚫大ቱ村ࠬタࠞࠬイ

ఱܽྙఆΑΗȜςȜΑͼ!ȡഩܨΨᾼ̽̀ذのିज̞̠̭࣐ٛͅͅȡ!ٳट

　㸶月１㸷日（土）ࠕࠊ大ᐅ村ࢱࢫーࣜーࢫカイ㹼㟁Ẽࢫࣂࡗ

࡚夏のᫍᗙ会࠸⾜こ࠺㹼ࠖ㢟ࡓࡋᫍ✵観ᐹ会ࢆ㛤ദࡋまࠋࡓࡋ

年ᗘ➨２ᅇ┠ࡿ࡞ᅇࡸࠕࡣんࡿࡤ㟁Ẽࢆࠖࢫࣂ⏝ពࠊࡋᛂເ

のࡓࡗ࠶ 12 名の参ຍ⪅全員࡛ࢱࢪࣅーࢭンࢱーࡽ大保ダムࠊ▼

ᒣ展ᮃྎ㟁Ẽ࡛ࢫࣂ⛣動

まࡋႚ‶ࢆ✵夏のᫍࡽࡀ࡞ࡋ

ࡀ㛫ࡓࡋࢀ㞃࠼ከᑡぢࡀ✵࡚ᫍࡁฟ࡚ࡀ㞼ࠊ観ᐹ㏵中ࠋࡓࡋ

り夏の大୕࡞ኳೃࡿࡁ観ᐹ࡛ࢆ✵ᫍ全యⓗࠊもののࡓࡗ࠶

ゅᙧࡸ村ෆࡽぢࡿ࠼夏のᫍ✵つ࡚࠸学ࡗࡺࠊࡽࡀ࡞ࡧくり

ࠋࡓࡋまࡋࡈ㐣ࢆ㛫ࡓࡋ

　ͤ大ᐅ村教育委員会࡛ࡣ年ᗘ࡚࠸࠾年４ᅇのᫍ✵観ᐹ

会ࢆ予定࠾࡚ࡋりまࠋࡍḟᅇの➨３ᅇ┠１１ࡣ月の秋予定ࡋ

く㸟࡞ࡋぢ㏨࠾ࡣの࡛参ຍᕼᮃの᪉ࡍまࡋ▱࿘࡚ࡗ㏣ࠊり࠾࡚

３ わん߬くԚࠠࡖンࡊ

第３弾 「わんぱくキャンプ 2023」

　７月 17 日 （木） ～ 18 日 （金）、 令和５年度わんぱく体験団第３弾 「わんぱくキャンプ 2023」 が開催されました。

　コロナもだいぶ落ち着きテントでの宿泊も今年から解禁となり、 久しぶりのキャンプ。

　そして、 わんぱくキャンプと言えば、 電気もガスもなく水はあるけれど、 飲み水としては使わない、 ないないづくしの森の

中で行うちょっとハードな活動。

　果たしてわんぱくたちはこの過酷 （言い過ぎ･･･） な環境に耐えられるのか？帰り出したいと泣き出す子が出てくるのでは？

などと心配していましたが、 ここに来て台風６号の影響が･･･。 事前にキャンプ地の草刈りをしてきたのですが、 キャンプ地

近くにちょっと危なそうな場所が見つかり、 100％安全に森の中でのキャンプができないと判断し、 急きょ里でのキャンプに

変更となりました。 開始早々、 わんぱくたちに残念なお知らせ （ホッとした人もいたり !?） となりましたが、 ともあれわんぱく

キャンプスタートです。

令和５年度わんぱく体験団夏のわんぱくと言えばこれ！

　準備から自分たちでやるのがわんぱくキャンプの基本。 まずはテントや電灯、 調理用具など必要のものを準備します。

久しぶりに使うものがほとんどなので、 しっかり洗浄も。 道具が準備できたら、 お昼ご飯です。 今回は改善センターの中

庭でキャンプをするので、 この段階でほとんどの準備ができています （テントは日が落ちて涼しくなってから）。

　時間がたくさんあるので、 やんばるの自然や昔の生活について学びに東村立山と水の生活博物館へ･･･。

　博物館から帰ってきたらご飯の準備。 改善センターの中庭で火を使うのは怖いので、 今回は調理室を使っての夕食づく

り。 カレーにするかシチューにするかもカレーに入れる野菜の数は事前に班で話し合って決めています。 中には玉ねぎを１つ

も入れない班も…。

　ご飯はコンロの上で飯ごう炊飯。 ここで飯ごうの使い方を学びます。 米の炊け

るタイミングは音と振動から見極めます。 しっかり火は通っている？焦げすぎてい

ない？おいしく炊けた？すべては自分たちの責任です。

　夕食が済んだらいよいよテントの準備。 真っ暗になる前にたてよう自分たちの

寝床。 多少手こずりましたが。 なんとかテント完成 （ホッ）。 夜は特設の映画

鑑賞や星空観察で楽しみました。

　翌朝、 眠い目をこすりこすり、 朝ごはんの準備とテントの片付け。 そして頑張っ

たご褒美と１日の汗を流しに田嘉里川へ。 たくんさん遊んで、 終わってからの片

付けもしっかりしたわんぱくたちたくさんの思い出とともにぐったりしながら帰路につくのでした。



大教委通信 No.３４４２０２３年 （令和５年） ９月１日大教委通信 No.３４４２０２３年 （令和５年） ９月１日

大宜味おもしろ科学教室①② ４

　８月 14 日（月）、大宜味小学校多目的室にお

いて大宜味おもしろ科学教室①「飛ばして遊ぼ

う！ペットボトル水ロケット」が開催されまし

た。

　まずはロケットづくり。500 ㎖の炭酸ペット

ボトルが２本でロケットの胴体を作ります。牛

乳パックや厚紙でフィン、厚紙とおもりと新聞

紙でノズルコーン（ロケットの頭　三角の部分）

を付ければ基本的なロケットになりますが、バランスよくフィンやノズルがコーンついていないときれいに飛ば

ないので、フィンの数やつける位置、ノズルコーンの大きさや中に入れるおもりをどのようにするか考えなくて

はなりません。

　参加者たちは試行錯誤しながらバランス良く、カラフルなテープで見栄えもいいロケットを作り上げました。

飛ばす前にストリングテストをして安定して回れば OK♪

　いよいよペットボトルロケット飛ばし大会開幕。みんなでグラウンドへ繰り出します。発射台におき、合図と

ともに次々に飛ぶペットボトルロケット。青空に向かって勢いよく飛んでいくロケットと楽しそうな参加者たち

の姿が印象的でした。

　小さい本体ながら思いのほかよく飛ぶ

ペットボトルロケット。この日一番の飛

距離は４年生の比嘉琉野さんが打ち出し

た 62.5ｍでした。楽しみながら、創意工

夫や科学について学ぶこともできた科学

教室となりました。

バランスがキーポイント !? 一番と飛ばし屋は誰？　ペットボトルロケット

葉脈ってこんなにきれい !? 植物をよく観察しよう！　葉脈スタンプカード

　８月 21 日（月）、大宜味小学校多目的室において大宜味おもしろ科学教室

②「身近な葉っぱがアートに変身♪葉脈スタンプカード」が開催されました。

　身の回りにたくさんある葉っぱ（植物）ですが、大きさや形に違いがあり、

よく見てみると葉のふちがギザギザになっていたり、たくさん線があったり

様々です。その違いや面白さに気づくことができる今回の体験。

　葉について学んだら、外に出て葉脈スタンプカードに使う葉を採集します。

木や草、つるなど遊具広場だけでもたくさんの種類があり、参加者たちはお

もしろい形や可愛い形の葉を探して採集しました。

　戻ってきたら、いよいよスタンプカード作成です。自分が見つけた葉の名前を調べたら、葉の裏（または表）

にインクをポンポンとのせ、上から紙を置いて刷ります。紙をはがすとくっきりと見える葉脈。様々な形、模様、

色のスタンプカードができました。カードができたら、しおりや好きな形のカードを作成。大きな葉を刷ったり、

１枚の葉で色を分けて刷ったり個性豊かな作品が次々に誕生しました。材料も簡単に揃えられ、家でもすぐでき

る葉脈スタンプカード。これからもどんどん試してみてください。

５

図書室情報 №49　2023 年（令和５年）9月
大宜味村図書室（旧議会棟：村史編纂係内）

大宜味村字大兼久 157 番地　0980-44-3009　

～教育委員会　会議だより～

　　第７回　教育委員会会議　　令和５年７月 25 日（火）午後２時開催
　 

≪審議事項≫

　議案第 13 号　　令和６年度使用小学校教科用図書の採択について　　　　　　　≪可決≫

　議案第 14 号　　令和６年度使用中学校教科用図書の採択について　　　　　　　≪可決≫

　議案第 15 号　　令和６年度使用特別支援関係教科用図書の採択について　　　　≪可決≫

会議で決定した事項をお知らせします。

体験の翼夏季交流・教委だより・図書情報

9 月図書室カレンダー　閉室日 ：

利用状況累計

〇来室者数…のべ 2,643 人

〇貸出冊数…4,554 冊

〇登録者数…１58 人

8 月の統計（8/25 まで）

〇来室者数…のべ 46 人

〇貸出冊数…79 冊

現在の蔵書数…6,782 冊

日 月 火 水 木 金 土 

     1 2 

3 4 5 6 7 8 9 

10 11 12 13 14 15 16 

17 18 19 20 21 22 23 

24 25 26 27 28 29 30 

寄贈図書

新着図書
『障害者支援員もやもや日記』

　　　　　　　　松本孝夫著　

『方舟』　　　 夕木春央著

『今日から始める本気の食料備蓄』

　　　　　　　　高荷智也著

『答えは市役所３階に』

　　　　　　辻堂ゆめ著

『もしもに役立つ、いつもの　

　　　モノ選び』　　松永りえ著

※来室の際は、感染症対策へのご協力をお願いします。

　体調の優れない方は、来室を控えてください。

大宜味村へようこそ！！「体験の翼」大宜味村・西会津町児童交流事業の再開

　７月２８日（金）～３０日（日）の３日間、福島県

西会津町から交流団（児童１０名、引率５名）が来村し、

大宜味村児童と西会津町児童との夏季交流会が実施さ

れました。

　この「体験の翼」交流事業は新型コロナウィルスの

影響により約４年振りに事業再開となり、今年度の大

宜味村の児童については小学６年生を対象に応募の

あった２３名の児童で交流団を結成し、西会津町の同年児童と交流

を深めました。

　初日の歓迎式では少し緊張した様子の児童達でしたが、東村つつ

じエコパークでの宿泊や国頭村での自然学習、そして大宜味村での

マリン体験など交流プログラムを通して仲良く交流を深め、最終日

のお別れ式の際には別れを惜しむ場面も見受けられました。

　来年２月に、今度は当村の交流団が雪国の福島県西会津町を訪問

します。

　当村交流団のみなさん、また冬季も西会津町での交流を通して大宜味村とは違う文化などを学び、た

くさんの思い出を作りましょう！
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村史編さんだより

村ผ✬さんだより

第 149 号　2023 年 9 月 1 日　大宜味村村史編纂係４４－３００９　

喜如嘉の米兵狙撃事件と辺土名のチャン公園誕生秘話
　႐ዴᖾ地ᕝᶫの≺ᧁ௳チャンබ園

　194� 年 2 月 15 日ࠊ㎶土名の中ᚰ地ࣙࢪン・5・ドンカࢱࢫー࣓ࣔࣜルࣃーࢡ（通⛠チャンබ園）ࡀⴠᡂࠊࡋ

බ園ෆのࣟࣂート・ࣔࣜࣜࣇ・ࢫン࣓ࣔࣜルࣛイࣜࣛࣈー（通⛠ࣜࣇンᅗ᭩㤋）ࠊ႐ዴฟ㌟の་ᖌ金ᇛΎ

ᯇのᮏࡀᐤ㉗ࡑࠊࢀࡉのᚋ୍ࠊ㒊のᮏࡣ㎶土名㧗校運ࠋ࠺࠸ࡓࢀࡤ　

国頭村㎶土名ᅾఫ࡛ඖ国頭村ࡿࡉࡔく࡚ࡋᥦ౪ࢆሗ࡞┈᭷ࠊࡋり㉳こ᥀ࢆ㍍く地ᇦのᐆࢡト࣡ーࢵࣇつも࠸　

ࠋ࠺ᛮ࠸ࡓみ࡚ࡋド᳨ࢆᐇྐࠊ࡚ࡋ⏝άࢆん委員長のᐑᇛᶞṇẶの㈨ᩱࡉ⦆ྐ

⤒ࡓࢀࡉ⨨タࡀチャンබ園ࠊもࡑもࡑ　

1945ࠊࡣ⦌ 年 � 月 15 日ࠊ႐ዴ࡛㉳ࡓࡗ

日ᮏරࡿࡼ⡿ර≺ᧁ௳ࢆ➃Ⓨࠋࡿࡍ

　この日ࠊ㌷⏝㌴୧࡛ࣃトࣟール中の３

名の⡿රࡀᖾ地ᕝᶫࢆΏࡓࡋ࠺ࢁこ

≻日ᮏ㌷のᩋṧරࡓ࠸ん࡛₯ᒣࠊࢁ

ᧁ２ࢀࡉ名ࡀࢆⴠࠊࡋᕝ伝࠸㏨ࡆ

ࡽࡀ࡞࠸㈇ࢆ㍍യࠊࡀチャンᑡᑚ１ேࡓ

もࡽࡀࡽຓࡓࡗもの࡛ࠋࡿ࠶

　この௳ࠊࡣ⚟地ᘅⴭࠗ村ᡓத࠘

（1975 年）ヲࠊࠗࡀ࠸ࡋ 大ᐅ村ྐ　ᡓ

தドゝ㞟 （࠘2015 年）もࠊ村民の⏕ࡋࠎ

ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ㘓ࡀドゝ࠸

くᧁ௳の⌧ሙࡓࡗ࡞ᖾ地ᕝᶫ（2023 年 8 月）

≺ᧁ௳ᕳࡁ㎸まࡓࢀ村民のయ㦂ㄯ

ぢࡀἑ᭪長の௧࡛㒊ⴠのேఀ（ᩋṧරの）ࠊ႐ዴ㸸⤊ᡓᚋۑ

ᙇりࠋࡓࢀࡉࡓ❧ぢᙇりのேの▱࡛ࡏࡽᚅࡕᵓࡓ࠸࡚࠼ᩋṧර

の≺ᧁࡼりࠊᖾ地ᕝᶫ࡛⡿රࡀᑕẅࠋࡓࢀࡉ⡿㌷の㏉ࣅࡋ

チャࡓࡗṧࡁ⏕ࡅࡔே୍ࠊࡀࡓࡗࡔ႐ዴのே㐩ࡓ࠸࡚ࡋࢡࣅࢡ

ンᑡᑚࠊࠝࡣࡀຓࡓࡗこの地ᜠ㏉࠺࠸ࠞࡋពࠊトࣛࢵ

ࠋࡓ࠸࡚ࡋ⤥㓄㒊ⴠ中ࢆ⡿ࡔん✚ᮼ୍ࢡ

ࠊࡿ᮶࡚ࡗᖐ࡚࠸Ṍ࠸伝࡚ࡗ⾜り᥀ࢆⰞ㤨Ἴ㸸᱈ཎۑ

㌴ࡀの⡿රࡅࡽࡔ⾑ࠊりつࡪの┤ᚋ࠸ྜࡕどこのᧁ࠺ࡻࡕ

ࡗࡧࠋࡓ࠸࡚ࢀࡽࡏくり࡚ࡋダンのⱱみ㞃ࡿ࠸࡚ࢀこࢁ

ࢀࡉẅࡽࡓࡗࡔᏊどもࡣ分⮬ࠋࡓࢀりྲྀりᅖまぢつ⡿රࢆ

ン࣎ン࣎ࢆࣇナイ㊊ඖࡣ⡿රࡿ࠸࡚ࡗ❧ࡀẼࠊࡀࡓࡗ࡞ࡋࡣ

ᢞ࡚ࡁ࡚ࡆᜍᛧ࡛動くこもฟ᮶ࡑࠋࡓࡗ࡞のᚋࠊのⅆⴿሙ

㏆୕ࡿ࠶ᮏᯇのこࠊࢁ大ව久のே㐩⥴୍長㛫ᣊ᮰

ࠋࡓࢀࡉゎᨺࡅࡔ分⮬ࡽࡓࡗ࠸ࠖࣁーࢾࠕࠊࡀࡓ࠸࡚ࢀࡉ

地ᘅẶ⚟ャࣛガーሗ㒊長ࢠ 1945 年 11

月 18 日（ࠕ村ᡓதࠖࡼり）この㡭ࡿ࡞

ࡓ࠸࡚ࢀま⏕ࡀ交ὶ⡿㌷の㛫ఫ民

䠓 村ผ✬さんだより

チャンබ園㐀ᡂ

　くᧁ௳࡛１ࡔࡓே⏕ࡁṧࡓࡗチャンᑡᑚࠊࡣ㥔ᒡࡋ

みỌくㄒりࢆ2ேのᡓのṚࠊ国頭村㎶土名ࡓ࠸࡚

　ࠋࡓࡋ㐀ᡂࢆチャンබ園ࠊࡵࡓࡄ⥅

　この㐀ᡂᕤࡣ大ᐅ・国頭・ᮾ村ࡽẖ日 100 ே

వࡀ動員ࠋ࠺࠸ࡓࢀࡉ

㉗金ᇛΎᯇのⶶ᭩ᐤンᅗ᭩㤋ࣜࣇ

୍㒊ࡣ㎶土名㧗校ᅗ᭩ᐊࡿࢀࡉ⛣

　194� 年 2 月 15 日のチャンබ園のⴠᡂᘧࠊࡣ㞄᥋ࡍ

参ิࡀ㎶土名㧗➼学校（⌧国頭中学校敷地）の全⏕ᚐࡿ

り་ࡦබ園ධཱྀのグᛕ☃๓（ඖ㎶土名༠ྠᗑ・ඖࠊࡋ

㝔㏆）࡛ࠊࡣ⡿㌷ࡀ㖠✵ࢆ

ࠋࡓࡗ⚃࡚ࡗᧁࢆ◙♩ࡅྥ

　ఫ民の土地ࢆዲࡁᡭ᥋ྲྀࡓࡋ⣙ 2100 ᆤも上ࡿ

ᗈ大࡞土地୍ࠊࡣ㠃Ⱚࢀࡽ࠼᳜ࡀ㐟ලࡸụ࡞どࢆ㓄⨨ࠊ㎶土名㧗校⏨Ꮚ㒊⏕ᚐࡕࡓの᱁ዲの᠁࠸のሙࡗ࡞

ࠋ࠺࠸ࡓ࠸࡚

　チャンබ園ేタࣜࣇࡓࢀࡉンᅗ᭩㤋ࡣまࡰこᆺのࢥンࢵࢭト࡛ࠊ大ᒣ୍㞝ࡀΎᯇのዟࡉんാ࡚ࡅࡁ

ᐤ㉗ࡓࢀࡉ金ᇛΎᯇのⶶ᭩ࣜࠊࡵࡌࡣࢆーダーࢬダイࢫ࢙ࢪト➼ࠊ地区のேࡽࠎᐤ

ࡽἑᒣ୪ࡀ᭩⡠ࡿ࠶教育ⓗ౯್のࡓࢀࡉ㉗

ࠋࡓ࠸࡚ࢀ

大ᐅࡣ㎶土名㧗校ࠊ࡚ࡋくࡽࡤࡋࡽࢀࡑ　

村㤨Ἴ⛣㌿ࠊ�月 13 日ࡣ⏨ዪඹ学ࢫࡀ

10ࠋࡿࡍートࢱ 月 21 日ᅗ᭩ᐊࡀ㛤タࡿࢀࡉ

‶つも࠸ࡣᚐ㐩࡛ᅗ᭩ᐊ⏕ࡓ࠼㣚άᏐࠊ

ᖍ࡛ࡕ❧ࠊㄞみࡿࡍ⏕ᚐもከࠋ࠺࠸ࡓࡗ

金ᇛΎᯇのⶶ᭩も୍㒊ྠࡀ校ᅗ᭩ᐊࢀࡉ⛣

ࠋࡿ࠶࡛࠺ࡑࡓ

　ᐑᇛᶞṇẶࡣ金ᇛΎᯇᐤ㉗ᮏの᮶ࡋ᪉ࢆㄪ

ᰝ࠾࡚ࡋりࠊ村民࡛㧗校⏕の金ᇛΎᯇの

ᮏࢆᡭࡓࡗྲྀこ࠺࠸ࡿ࠶ࡀ᪉ࢀࡽ࠾ࡀ

の࠸ࡓࡁࡔࡓ࠸࡚ࡏ⪺ࢆヰ࠾ࡦࡐࠊࡽࡓ

࡛ࠋࡿ࠶

 

チャンබ園のグᛕ☃

　こࡽࢀのኚ㑄ࢆぢつ࡚ࡵ᮶ࡓチャンබ園ࣜࣇンᅗ᭩㤋のつの☃ࠊࡣᗄᗘ

2023ࠊ࡚⤒ࢆのኚ㑄 年⌧ᅾࠕୡ⚄のᐑ（ࣘーガミࢾミࣖ）ࠖ の∦㝮ࣜࣇン

ᅗ᭩㤋グᛕ☃ࡀ安⨨ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ

御大ࠊ㎶土名小学校（ྑ上）ࠊチャンබ園（ᅖみ）ࡓぢࡽ✵

グᛕ運動ሙ（ྑୗ）（194� 年⡿㌷㈨ᩱ㸸ᐑᇛᶞṇẶᥦ౪）

㤨Ἴ⛣㌿ࡓࡋこࢁの㎶土名㧗校

上㸸ドンカࢱࢫーのᏊᜥグᛕ☃　

　1958 㹼 59 年

ᕥ㸸グᛕ☃ึ᭱ࡀ⛣タࢱࡓࢀࡉー

　　チ࣐チー 1955 年㡭ࠋᕥ➃ࡣ㎶

　　土名㆙ᐹ⨫の⎰屋᰿ࠋ⏣➼㆙

　　ᐹ⨫塩屋分⨫ࡀ 194� 年㆙ᐹ⨫

㎶土名ࡵࡓ࠸⊂ࡀ᱁も土地᪼　　

㎶土名㆙ᐹ⨫㛤タࠊ㌿⛣　　

　　　　（┿ 3ⅬᐑᇛᶞṇẶᥦ౪）ୡ⚄のᐑࣜࣇࡿ࠶ンᅗ᭩㤋☃

求ム情報 !!　高校生の

時に金城清松の本を見

た方はいませんか？
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　７月２７、２８日の両日、福岡県で開催された 「全国幼稚園・こども園研究協議大会」

において、 おおぎみこども園での園経営について発表する機会をいただき参加してき

ました。 その大会で京都大学の森口準教授による 「子供の発達格差と幼児教育」 とい

う記念講演ありました。 講話の中心は子供を取り巻く 「安全基地」 (安心の基地、 避

難場所 )についてでした。 この 「安全基地」 については数年前ある本で出会っていろいろと調べ

た経験があったので興味深く拝聴しました。

　学校ではほとんど言葉を発しないおとなしい子が、 家庭訪問の際に別人のようによくしゃべっ

たり、 地域の中では、 これもまた、 学校では滅多に見ることができない自己を十分発揮したりし

ている姿に出会うことがあります。 本村においても地域の豊年祭などにおいて、 大勢の観客の前

で子供たちがいきいきと活躍しています。 人前での表現、 発表は勇気がいるものです。 子供が不

安を乗り越えたり、 失敗しても新しいことにチャレンジしたりして自己を発揮できるのは、 「安

全基地」 があるからだということです。 多くの子供にとって、 この 「安全基地」 となるのがまわ

りの大人です。

　地域行事においては温かい地域の人という事になります。 幼少期においては、それは「親」であり、

その役割とは、子どもが自主的に挑戦しようとすることを、後ろからそっと支えてあげることです。

一番大事なのは、 見守ってあげること、 見てあげること、 見てあげることこそが 「安全基地」 の

もっとも大切な要素だということです。 子供が新しいことにチャレンジしようとしている場合、

私たちまわりの大人は 「見ているよ」 というメッセージを送ることが大切だと思うのです。 コロ

ナ開けで地域行事や学校行事も活発になってきました。 子ども達の活躍を温かく見守っていきま

しょう。

政信教育長のあじま～コラム

　夏休み、 お盆も終わり、 ９月からはウンガミや各区の豊年祭や豊年踊りなどの伝統行事が始まります。 久しぶりの開催
となる豊年祭、 豊年踊り。 楽しみにしています。

タイワンウチワヤンマ♂：サナエトンボ科今月の生きもの

撮影：村山望

　こんにちは、私タイワンウチワヤンマと申します。

　腹端が団扇 (うちわ )状に広がっているところからこの名前が付い

たんです。

　よくオニヤンマと間違われてしまうのだけれど、オニヤンマは山地

の河川源流部など人がなかなか行かない所にいて、私たちはダムや植

生の豊かな池や沼など比較的みなさんが身近に見られる場所に住んで

いて大きさも私たちの方が一回り小さいんです。

　もうオニヤンマって間違えられたくないから早く私の名前覚えて！

１日（金）区長会（小）授業参観・夏休み作品展

２日（土）塩屋湾のウンガミ

３日（日）豊年踊り　（中）久志駅伝

４日（月）振替休日（9/9 運動会準備）

10 日（日）中学校運動会

11 日（月）振替休日（9/10 運動会）

16日（土）屋敷御願

17 日（日）（中）運動会予備日

18 日（月）敬老の日

22 日（金）トーカチ　（小中）授業参観日

　（園）保育参観日

23 日（土）秋分の日　わんぱく④

大保ダムまつり・キャンドルナイト

24 日（日）村陸上競技大会（予備日）

25 日（月）（小）振替休日（9/30 運動会準備）

27 日（水）交通安全推進村民大会

28 日（木）定例教育委員会議

29 日（金）旧八月十五夜（中秋の名月）

30 日（土）こども園運動会

（中）国頭地区陸上競技大会

9 月 9 日

手巻き寿司の日


